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要旨

長年世界中で読まれているグリム童話は，現在は親しみやすいものであるが，原作は残酷な描

写が含まれるものであった。グリム童話の作成時期や方法について調べたところ，童話の原作の

一部とその当時の社会情勢との関連性を見出すことができた。特に結果が顕著に出た『ヘンゼル

とグレーテル』においては当時の飢饉や魔女狩りが大きく関係していると分かった。
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１ 序論

映画『スノーホワイト』を見て，白雪姫が残酷な話であることを知った。子供向けの童話で

あるにもかかわらず，残酷な描写が含まれていることに疑問をもち，本研究に至った。残酷な

描写は社会情 勢と関係しているという仮説を立て，グリム童話制作以前の出来事と原作内の本

文の比較によって，この疑問を明らかにしようと考えた。

２ 予備研究

（１） グリム童話について

グリム童話は、グリム兄弟がはじめから制作したフィクションではなく，ドイツの人々に

伝わるメルヘンを聞いたり，ドイツに残る書物から集めたりしたケースが多いことがわかった。

そのため収集した話の時代背景には，初版が発行された１９世紀以前の出来事が関係している

のではないかと考えられる。

（２）『ヘンゼルとグレーテル』あらすじ

幼い兄妹のヘンゼルとグレーテルは，飢饉による口減らしのため両親に捨てられ，森の奥

にあるお菓子の家に辿り着く。空腹のためお菓子を食べてしまった兄妹は，そこで出会った

魔女に食べられそうなる。しかしそこで機転を利かせたグレーテルが魔女を焼き殺し，無事

に家に帰る。その後兄妹は父親と三人で，不自由なく幸せに暮らす。

３ 研究内容

（１） 年代の確定

１４世紀に，ヨーロッパで天候不順とそれに伴う飢饉が頻発。また，宗教改革の影響も１

５世紀中ごろにはドイツは荒廃。殺人や放火，物資や食糧の奪略を行うのも常であったとい

う。 このことは、原作中の以下の記述内容と一致する。

「ある年、その国にたいへんな飢饉があったときには、日々のパンすら手に入らなくなってし

まいました。」

→ヘンゼルとグレーテルの時代背景は１４～１６世紀

（２）魔女狩りについて

１４世紀以降，頻発する飢饉や黒死病の流行などの社会的不安により，ユダヤ教徒やハン

セン病患者への迫害が始まった。後に，特定の集団からの異端とみなされた人々がすべて魔

女と考えられるようになり，無実の人々が拷問されたり，処刑されたりした。拷問や処刑に

はさまざまな方法が用いられたが，主に行われていた処刑方法は火あぶりで，体が完全に灰
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になるまで焼かれたという。

このことは以下の記述内容と一致する。

「魔女は，神様のばちがあたって，否も応もなくむごたらしく焼け死んでしまいました。」

また，当時の魔女は神の存在を否定し悪魔に身を捧げる，子供の脂肪を抽出して貪り食べる，

子供の死体から粉薬を作るなどとされていた。このことは原作の以下の記述内容と一致する

「だれか子どもが自分の手にはいると、ばあさんは、それを殺して、ぐつぐつ煮て、むしゃ

むしゃ食べるのです。」

（魔女がグレーテルに向って）「『にいちゃんに，あぶらみをつけてやるのだよ。あぶらがの

ったら，おばあさんが食べちまうのさ。』」

→ヘンゼルとグレーテルの魔女は，当時の魔女のイメージ

４ 結論

ヘンゼルとグレーテルという童話は，１４～１６世紀のドイツの社会情勢と大きくかかわっ

ていることが分かった。当時のドイツは飢饉などの社会的不安の矛先を魔女狩りに向けており、

そのことを正当化するためにメルヘンの中で魔女のイメージを固定し，子供たちに聞かせてい

たと考えられる。

ハッピーエンドが多いグリム童話ではあるが，その裏側には様々な歴史的背景が隠されてい

ることもある。それを知って読むことで，読みなれた童話からも，新たな発見ができるかもし

れない。
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